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鹿児島にスペアパーツセンター立ち上げ
ATR

将来的にMRO機能を日本に、近隣国需要の取り込みも構想
  ATRのパトリック・ド・カステルバ
ジャック最高経営責任者（CEO）が来日
して4月14日、都内で記者会見に臨み、日
本市場の顧客に対するサポートを充実させ
るために、「鹿児島にスペアパーツセン
ターを設置した」ことを明らかにした。
　カステルバジャックCEOによれば、
「この鹿児島のスペアパーツセンターは、
他に比べて、立ち上げ当初から相当の規模
を確保した」とのことで、今後、日本市場
における受注拡大などにあわせて、施設規
模の拡大も検討する。「（鹿児島に）スペ
アパーツを潤沢に持つことで、日本の顧客
に対するサポートを万全にしていく」方針
だ。
　さらに、将来的には日本国内にシミュ
レーターを設置することも検討する方針
で、日本市場におけるプレゼンス動向をみ
ながら、投資を拡大していくことに含みを
持たせた。
　また、カステルバジャックCEOは日本
の整備技術力を高く評価。その上で、将来
的には「日本にMRO機能を持たせたい」
との意向を明かした。「日本にMRO機能

を持たせることで、近隣諸国からの需要を
取り込むことを考えている」と、将来の構
想に言及した。

日本市場、2025年までに100機需要
　「70％の需要は確保したい」

　「ATRにとって、日本市場は今後重要
な市場になる」———。カステルバジャッ
クCEOは、会見の席上、こう述べた。
ATRは長年、日本市場を開拓しあぐねて
きた。ターボプロップ機はボンバルディア
社製の機体が席巻しており、ほかにサーブ
のSAAB340などが、日本の空で旅客を乗
せて運航中だ。
　そうしたなか、リンク社という福岡・北
九州空港を拠点をリージョナル航空会社の
立ち上げ準備が進んだ。同社はATR機を
日本で初めて導入する計画で、就航に向け
た準備を進めていった。しかしながら、就
航を前に経営破綻。ATRにとっても、初
めての日本の顧客となる予定だったリンク
の就航が頓挫したことで、悲願だった日本
市場の開拓は見送られることになった。

　ただ、ATRにとって市場環境は常に追
い風だったとの見方もできる。それという
のも、ライバルであるボンバルディアが、
50席クラスのターボプロップ機の新造機
の生産を中止。サーブもすでにこのクラス
の機体生産を終えていたことから、ライバ
ル達が市場から撤退していったかたちだ。
　日本のカスタマーが50席クラスのター
ボプロップ機の機体を更新しようとするな
らば、中古のボンバルディア機などを見付
けてくるか、あるいは日本市場では未導入
だった新造のATR機を導入するか、とい
う選択を迫られる構図となっていた。そう
した状況下にあるなか、やはり日本のエア
ラインは新造機導入に舵を切り、ATR機
に白羽の矢が立った。
　去る2月20日に、天草エアラインが日本
で初めてとなるATR機（ATR42-600型
機）の運航を開始したことで、市場を開拓
することに成功した。今後、日本エアコ
ミューター（JAC）も、同型機の導入を進
めていく方針だ。JACは昨年6月、確定8
機、オプション1機、さらに14機分の購入
権が付随する契約を結んだ。

　日本市場の切り崩しにようやく成功した
ATRだが、実は現在、世界市場では50席
から90席クラスのリージョナル機で高い
マーケット・シェアを確保することに成功
している。とりわけプロップ機の市場で
は、競合するボンバルディア社製のQ400
型機を大きく引き離し、50人から90人乗
りの市場では、77％のシェアを確保して
いる。

海上保安庁
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鹿児島にスペアパーツセンター立ち上げ

将来的にMRO機能を日本に、近隣国需要の取り込みも構想
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　海上保安庁の2016年度予算は、前年度
の当初予算と比べてほぼ同額の1876億
4800万円となった。ただし、予算を前倒
しする形で2015年度補正予算が255億
4000万円執行され、事業規模としては
2016年度当初予算と2015年度補正予算を
足した2146億4200万円と2015年度成立予
算より14％増と見なすことができる。
　新規に要求する（補正予算で着手）巡視
船艇と航空機をみると、巡視船艇が11
隻、航空機はジェット機のファルコン
2000LXSが1機、回転翼のスーパーピュー
マ225が1機となった。
　航空機による尖閣24時間監視体制の構
築のため、ファルコン2000LXSは、既に2
機契約済みで2018年度に就役の見込みだ
が、今回新たに1機を追加要求しており、
2019年度に就役させたい考え。予算額は
2018年度22.6億円、2015年度補正予算を
合わせて86.7億円となる。1機の価格は約
145億円で、高性能捜索レーダーを搭載す
る計画。尖閣諸島周辺海域での不審事象、
不法行為を早期に探知し、迅速かつ的確な
対応を可能とするため、耐用年数に達する
ファルコン900の更新2機と増強1機の合計
3機を取得して、24時間監視体制を構築す
るものだ。
　スーパーピューマ225はスーパーピュー
マ332の更新として2018年度に就役する計
画で、全国における隙のない海上保安体制
の構築の一環として2018年度予算12.3億
円、2015年度補正予算を合わせて56.8億
円で整備に着手した。
　ヘリ2機搭載型巡視船PLHは、第四管区
海上保安本部に配備の「みずほ」（船齢
35年で退役見込み）の後継となるもの
で、災害対処能力、捜索監視能力、指揮能
力を強化するが、搭載ヘリコプター2機は
現有のベル412を使用することにしてい
る。
　こうした巡視船艇および航空機の整備を
進めることで、尖閣諸島周辺海域における
領海警備を強化するほか、全国の離島・遠
方海域で、隙のない海上保安体制を構築、

ヘリ2機搭載巡視船1隻の更新など巡視船艇11隻建造へ

ファルコン2000LXSを1機、EC225ヘリ1機も調達

外国漁船などにおける不審事象や不法行為
の取り締まりを強化していく方針だ。
　海上保安庁が2016年度末現在保有する
巡視船艇は、計369隻（巡視船：131隻、
巡視艇：238隻）。航空機は74機（固定
翼：26機、ヘリコプター：48機）だ。海
上保安庁によれば、保有する巡視船艇およ
び航空機群ともに老朽化が進んでいるとの
ことで、巡視船艇366隻のうち、15年度末
時点で耐用年数を超過している船艇の数は
全体の35％に当たる129隻にものぼるとい
う。加えて、2016年度から2025年度末ま
でに新たに耐用年数が到来する船艇は、
105隻に達する見通しだ。
　一方、航空機は2015年度末時点で耐用
年数を超過している航空機の数は、全体
74機の9％に相当する7機とのこと。2016
年度から2025年度末にかけて新たに耐用
年数が到来する機体は19機あるという。
　こうしたなか海上保安庁では、既に巡視
船艇、航空機ともに代替整備を進めている
ところで、大型巡視船（2016年度就役）
が6隻（165.0億円、前年度：40.7億
円）、中型巡視船8隻（97.5億円、前年度
27億円）を継続要求。中型巡視船8隻のう
ち、2隻は16年度に就役、残りの4隻は
2017年度、2隻は2018年度に就役する計
画だ。航空機についても、追加導入する
ファルコン2000LXSのほかに、契約済み
の2機が2018年度に導入する。
　海上保安庁としては、最新の巡視船を導
入して体制強化を図りたい考えで、機動

性、監視能力、情報伝達能力、荒天下航行
能力、災害対応能力、規制能力などの能力
向上を推進していく方針で、高性能化を
図った巡視船艇および航空機を計画的かつ
安定的に代替整備することで、全国的に迅
速かつ的確な対応が可能になるように体制
を強化していきたい考え。
▼新型ジェット機（2019年度就役）＝1
機、22.6億円（2015年度補正予算と合わ
せ86.7億円）※単価約145億円。予算額と
単価の差額は来年度以降要求する。
▼規制能力強化型巡視船PS型（2016年度
3隻就役、2017年度3隻就役）＝17.3億円
（補正予算を合わせ36.7億円）※単価約
23億円
▼ヘリコプター2機搭載型巡視船PLH型
（2019年度就役）＝1隻、21.9億円（補正
予算を合わせ56.8億円）※単価約154億円
▼小型巡視艇CL型（2016年度就役）＝2
隻、9.0億円※単価約4億円
▼小型測量船HS型（2017年度就役）＝1
隻、1.4億円※総額約9億円
▼大型巡視船（2016年度就役）＝6隻、
141.3億円（補正予算を合わせ165億円）
▼中型巡視船PM型（2016年度2隻就役、
2017年度4隻就役、2018年度2隻就役）＝
8隻、84.3億円（補正予算を合わせ97.5億
円）※単価約37億円

ファルコン2000LXS（提供：ダッソー・アビエーション）

▼大型巡視艇PC型（2016年度就役）＝2
隻、2015年度補正予算のみ18.0億円※単
価約9億円
▼EC225ヘリコプター（2018年度就役）
＝1機、12.3億円（2015年度補正予算を合
わせ33.2億円）※単価約61億円

　宮古島海上保安部など新設も

　さらに機構要求では、尖閣諸島周辺の業
務執行体制強化のため、今年10月1日で第
十一管区海上保安部に「宮古島海上保安
部」を、離島・遠方海域の業務執行体制強
化として同じく10月1日に第十管区海上保
安本部に種子島海上保安署を新設する。
　定員要求では316人の増員が認められ
た。これは戦略的海上保安体制の構築のほ
か、海洋権益確保のための体制強化、
2020年東京オリンピック・パラリンピッ
クテロ対策体制強化、海上保安諸課題への
対応などの理由によるもの。
　中でも戦略的海上保安体制の構築では
200人、うち巡視船乗組員100人、規制強
化型巡視船乗組員など53人、航空基地、
海上保安部署要員47人を増員する。
　ただし、合理化等の計画減員が2016年
度は216人実施されるため、純増員は100
人となる。

EC225ヘリコプター（同型機）
（提供：エアバス・ヘリコプターズ）

熊本地震で海保ヘリ2機が負傷者を搬送
南阿蘇、東海大グランドにDMAT、物資空輸も

　海上保安庁は熊本地震に際し、4月16日
午前には熊本県南阿蘇村の東海大学農学部

グランドに、機動救難士、潜水士などの救
命救急要員が同乗した鹿児島航空基地のア
グスタ139および巡視船「おおすみ」搭載
のシコルスキーS-76D各1機が着陸し、倒
壊アパートから救出された負傷者を大分県
立病院まで空輸した。
　この2機は復路に大分からDMAT2名、
看護士1名を南阿蘇村まで輸送した。ま
た、鹿児島航空基地のもう1機のアグスタ
139も東海大グランドに進出して負傷者の
情報収集に当った。
　更に17日夕方にはアグスタ139ヘリ2

アグスタAW139型ヘリコプター（同型機）
　　　　　　　　　　（提供：海上保安庁）

シコルスキーS-76D型ヘリコプター（同型機）

（提供：海上保安庁）

機、シコルスキーS-76Dヘリ1機が、東海
大農学部グランドに水、食糧を空輸した。
　また、18日には「おおすみ」搭載機の
S-76Dが熊本県の要請で、山鹿市から熊
本大学病院へ患者1名、医師1名、家族1名
を搬送した。震災発生当初の14～15日は

のべ21機（固定翼機12機、ヘリ9機）、16
～17日はのべ11機（固定翼機2機、ヘリ9
機）が対応、主として沿岸部の被害状況の
確認等を実施した。

エアバス・ヘリコプターズ

海上保安庁から6機目のH225受注

　エアバス・ヘリコプターズは去る3月、
海上保安庁からH225型機を1機追加受注
したことを発表した。エアバス・ヘリコプ
ターズによれば、この機体は海上保安庁で
運用中の機体の後継機として、2018年末
までに納入する予定だ。
　海上保安庁としてH225型機は6機目の
導入。捜索救難救助用特殊装備を搭載し
て、多様なミッションをこなす。
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　中国公船による尖閣諸島の領海への侵入
が依然として続いている。海上保安庁によ
れば、2015年度は概ね月3回、のべ9隻程
度で推移してきたが、いずれも非武装の中
国公船だった。しかし外務省では、2015
年12月22日に明らかに機関砲を搭載した
中国公船が、初めて接続水域に入域したこ
とを確認。さらに12月26日、この武装公
船が領海へ侵入したことも確認している。
　従来より日本政府は、中国公船の領海侵
入に対して、現場で海上保安庁がその都度
退去要求を行うとともに、外交ルートを通
じて中国政府に対し、直ちに厳重抗議、即
時退去及び再発防止を強く求めて来た。し
かし、回数の増減はあっても毎月のように
侵入が繰り返されている。
　昨年末確認された武装公船は、人民解放

尖閣への中国公船の領海侵入依然減らず
機関砲装備の公船も侵入、石垣島に尖閣専従船隊配置

尖閣専従船の一隻、巡視船「あぐに」。後部はヘリ甲板となっている。武装は20ミリ機銃1門と
高圧放水砲を装備する（提供：海上保安庁）

「あぐに」と同型の巡視船「いぜな」。船橋横の黒い板は警告文を表示する電光掲示板である。
10隻とも沖縄の島の名をつけている（提供：海上保安庁）

軍海軍のフリゲート艦を海警に移管し、武
装を一部残した船舶で、軍艦ともいえるよ
うな船である。

　2015年度（2015年4月～2016年3月）の
中国公船による尖閣諸島接近は接続水域入
域が224日、のべ663隻、領海侵入（接続
水域入域の内数）が34日、のべ92隻と
なった。
　2016年4月に入ってからも4月18日まで
に接続水域には4月12、13日を除いて毎日
中国公船が接続水域に入域（島から24海
里以内に接近）しており、4月6日と14日
には3隻ずつが領海内（12海里以内）に侵
入した。4月1日と16日には接続海域入域

数が6隻と多くなっている。このように中
国公船の尖閣諸島周辺での活動は依然とし
て終息する気配がない。

　これに対して、海上保安庁では多数の巡
視船艇を尖閣諸島周辺に配置するため担当
の第十一管区海上保安本部だけでは船艇が
足りず、全国各地の海上保安本部からの応
援を得てきた。しかし、その応援によって
各地の海上保安体制が弱まったり、長期の
派遣が海上保安官の大きな負担となったり
したため、尖閣対応専門の巡視船隊を新設
することが決まった。
　そのため、1000トン型大型巡視船10隻
を新たに建造し、ヘリコプター搭載巡視船
2隻を第十一管区に移籍するなど、尖閣対
応専門の部隊建設が急速に進められた。こ
の3月末には10隻の就役が完了し、石垣島
に新しい専用桟橋、待機施設などが完成し
ており、今年度から尖閣対処に専念する態
勢が整った。
　10隻の巡視船は異なる造船所で建造さ
れたが、各船が全く同型で、乗員は船毎に

配置せず、チーム編成で異なる船に随時乗
り組む体制がとられている。これは稼働率
を高めるためで、10隻で12隻分の働きを
するという。尖閣専従船の具体的な業務
は、警備上明らかにされないが、ヘリ甲板
を有しており、一般的にヘリコプターと連
携した業務が可能なことは確かである。

　一方、尖閣諸島周辺海域での航空機によ
る24時間監視体制を構築するため、ファ
ルコン2000LXSが3機導入されることに
なった。航空機の運用については警備上の
観点から返答は差し控えるとのことで、
24時間体制の細部は明らかではないが、
2019年度以降、従来より監視体制が強化
されることは間違いないところだ。
　また長時間の監視飛行では、無人航空機
の有用性も聞かれるが、海上保安庁では現
在、無人航空機の導入予定はない。
　尖閣諸島周辺のみならず、海上保安業務
に適切に対応するための船艇・航空機の計
画的な代替整備を図るなど、情勢に応じた
必要な体制の構築を戦略的に進めて行く考
えを示している。

15 年度領海侵入のべ 92 隻に 尖閣専従船隊が完成
10 隻の巡視船を集中

新型ファルコンで 24 時間監視

軍艦を海警に移籍した中国の武装公船「海警31239」（提供：第十一管区海上保安本部）
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　ヘリコプター搭載巡視船「ざおう」（第
二管区海上保安本部）の搭載ヘリコプター
が201 6年1月、ベル212型MH92 0
（JA9930）「しおかぜ」から、シコルス
キーS76D型（MH920）「うみねこ」に
交代した。それにより海上保安庁は、保有
するヘリコプター1機搭載型巡視船の搭載
機がすべてS76型へ更新が完了したことに
なる。
　第二管区海上保安本部は1月13日、海上
保安庁最後のベル212型となった「しおか
ぜ」の解役式を仙台航空基地で開催し、同

海保第二管区巡視船「ざおう」の搭載ヘリが交代
搭載ヘリ全てシコルスキーS76Dに更新完了

日にS76D「うみねこ」の就役式を塩竈市
内で開催した。
　これにより、海上保安庁のヘリコプター
の近代化がほぼ完了、陸上基地配備はアグ
スタ139とスーパーピューマ225、322
に、ヘリコプター1機搭載型巡視船の搭載
機はシコルスキーS-76Dに、ヘリコプ
ター2機搭載巡視船の搭載機はベル412
に、そして大型巡視船「しきしま」と「あ
きつしま」の搭載ヘリはスーパーピューマ
225にそれぞれ統一された。このほか練習
用ヘリにベル206がある。

ジブチ、セーシェルにガルフV機を派遣
中島海上保安監が同乗、セーシェルと海賊護送初訓練

　海上保安庁は2月24日から3月2日まで、
第三管区海上保安本部羽田航空基地所属の
大型ジェット機ガルフV「うみわし」をア
フリカのジブチ共和国、セーシェル共和国
に派遣し、両国と海賊の護送と引渡しに関
する訓練を行った。同機には中島敏海上保
安監ら20名が搭乗して行き、両国関係機
関との海賊対策など海上保安について意見
交換を行った。
　ジブチでは、逮捕した海賊の身柄を護送
する必要が生じた場合を想定して、迅速円
滑な身柄の護送が実施できるよう、海保航
空機による国際慣熟飛行と海賊護送訓練を

実施した。一方、セーシェル共和国は
2014年12月に日本と「海賊と疑われる者
の引渡等に関する覚書」が調印されてお
り、今回初めて同国関係機関との海賊の護
送と引渡しに関する訓練を実施した。
　日程は2月24日羽田発、25日ジブチ着、
ジブチ国家治安庁、海自護衛艦表敬、26
日海賊護送訓練、27日ジブチ発セーシェ
ル着、29日海賊引渡し訓練、3月1日セー
シェル外務省表敬、セーシェル発、3月2
日羽田着。
　日本はソマリア沖アデン湾海賊対処行動
として海上自衛隊の護衛艦2隻、航空機2
機を常時派遣しているが、護衛艦には1隻
当たり4名の海上保安官が同乗しており、
海賊の逮捕など司法警察任務を担当してい
る。過去には実際に日本籍船への海賊行為
で逮捕した海賊をガルフV機で日本に護送
したことがある。

ジブチでの海賊護送訓練。海自護衛艦から海賊を降ろすところ

空港で模擬海賊（短パン姿）を
ガルフVに乗せるところ 岸壁で護衛艦から護送車に海賊を移すところ

セーシェル関係機関との海賊護送訓練。ガルフVに搭乗させるところ
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詳細は弊社営業部までお問い合わせ下さい。

（4月1日付）
▼辞職（海上保安大学校長）菊井大蔵
▼海上保安大学校長（第十管区海上保安本
部長）赤津洋一
▼第十管区海上保安本部長（第八管区海上
保安本部次長）岩本一夫
▼第八管区海上保安本部次長（総務部秘書
課長）武中豊文
▼総務部秘書課長（総務部人事課人事企画
官）渡邉治
▼辞職（第三管区海上保安本部長）大久保
安広
▼第三管区海上保安本部長（第七管区海上
保安本部次長）宮野直昭
▼第七管区海上保安本部次長（警備救難部
刑事課長）葛西正記
▼辞職（第七管区海上保安本部長）船越良
行
▼第七管区海上保安本部長（海上保安学校
長）山本得雄
▼海上保安学校長（第十一管区海上保安本
部次長）岩崎茂
▼第十一管区海上保安本部次長（総務部教
育訓練管理官）遠山純司
▼辞職（第八管区海上保安本部長）檜垣幸
策
▼第八管区海上保安本部長（総務部参事
官・交通部）長島高弘
▼辞職（第十一管区海上保安本部長）長谷
川義明
▼第十一管区海上保安本部長（第九管区海
上保安本部長）大根潔
▼第九管区海上保安本部長（第十一管区海
上保安本部次長）坪上浩治
▼第十一管区海上保安本部次長（警備救難
部管理課長）伊藤裕康
▼定年退職・3月31日付（海上保安学校宮
城分校長）渡邊幸夫
▼海上保安学校宮城分校長（装備技術部航
空機課航空機技術調整官）山下伸次
▼定年退職・3月31日付（第三管区海上保
安本部羽田航空基地長）田辺哲朗
▼第三管区海上保安本部羽田航空基地長
（第十一管区海上保安本部那覇航空基地

長）久門洋一
▼第十一管区海上保安本部那覇航空基地長
（第七管区海上保安本部福岡航空基地長）
今井純一郎
▼第七管区海上保安本部福岡航空基地長
（第一管区海上保安本部釧路航空基地長）
廣木克匡
▼第一管区海上保安本部釧路航空基地長
（呉海上保安部巡視船くろせ業務管理官）
城臺寛
▼定年退職・3月31日付（関西空港海上保
安航空基地長）大橋功
▼関西空港海上保安航空基地長（石垣海上
保安部特定運用巡視船第一クルー業務管理
官）古場誠也
▼石垣海上保安部巡視船ざんぱ船長（警備
救難部管理課航空業務管理官）花井宏繁
▼警備救難部管理課航空業務管理官（紋別
海上保安部長）木下敏和
▼和歌山海上保安部巡視船きい業務管理官
(第六管区海上保安本部広島航空基地長)澤
田政司
▼第六管区海上保安本部広島航空基地長
(第八管区海上保安本部美保航空基地次長)
中嶋雅昭
▼那覇海上保安部巡視船うるま業務管理官
(第九管区海上保安本部新潟航空基地長)井
手淳二郎
▼第九管区海上保安本部新潟航空基地長
(第一管区海上保安本部函館航空基地長)野
口昌幸
▼第一管区海上保安本部函館航空基地長
(八戸海上保安部巡視船まべち業務管理官)
森徹也
▼那覇海上保安部巡視船おきなわ業務管理
官(今治海上保安部長)池田善彦
▼那覇海上保安部巡視船りゅうきゅう業務
管理官(装備技術部航空機課長)星野誠
▼装備技術部航空機課長(装備技術部航空
機課航空機整備管理室長)川口修
▼装備技術部航空機課航空機整備管理室長
(熊本海上保安部長)小野寺正則
▼中部空港海上保安航空基地次長（名古屋
海上保安部衣浦海上保安署長）山根敏男

海上保安庁人事

装備技術部航空機課長に川口修氏
警備救難部航空業務管理官は木下敏和氏

海上保安庁危険業務従事者叙勲（航空関係）　

　第26回危険業務従事者叙勲が4月29日付
で発令されるが、海上保安庁の航空関係者
では次の方々が受賞される。
　《瑞宝双光章》
　▼水谷正義=元舞鶴海上保安部巡視船だ
いせん航空長
　《瑞宝単光章》
　▼五十嵐幸雄=元第一管区海上保安部千
歳航空基地通信長

　▼上田泰二=元関西空港海上保安航空基
地上席整備士
　▼柿崎清司=元第一管区海上保安部函館
航空基地整備士
　▼月輪俊治=元第六管区海上保安部広島
航空基地主任整備士
　▼西塚栄=元第三管区海上保安部羽田航
空基地上席整備士

　海上保安庁はこのほど、仙台航空基地の
堀田美保子飛行士が、国家試験に合格し、
海保の女性パイロットでは初めてヘリコプ
ターの「操縦教官証明」の資格を取得した
ことを明らかにした。海上保安庁のヘリコ
プターパイロット166名中で「操縦教育証
明」を所有しているのは僅か11名で、堀
田飛行士が12名目となる。

　堀田飛行士は平成14
（2002年）4月に海上
保安庁パイロット養成
のため新設された海上
保安学校航空課程第1
期として入庁し、様々
な研修を経て平成24
（2012）年3月アグス
タAW139型機の機長
となり、さらに米国研
修でシコルスキー76D
の操縦資格も取得する
など第一線で活躍して
来た。現在は仙台航空基地で業務に従事し
ているが、将来的には海保学校宮城分校の
教官として新人ヘリコプターパイロットの
育成に取り組んでいくことが期待されてい
る。
　【堀田美保子飛行士の略歴】
　1979年生まれ。愛媛県出身。県立松山
西高校卒。

　アグスタ139、ベル
412、シコルスキー
76D、ベル206Bの操
縦資格を持つ。
　海上保安学校、海上
保安学校宮城分校卒業
後、石垣航空基地、事
業用操縦士（回転翼）
取得（2005年4月）、
ベル212限定変更、計
器飛行証明（回）取得
（2007年9月）、名古
屋海上保安部巡視船

「みずほ」、那覇航空基地、アグスタ139
限定変更、アグスタ139機長、福岡航空基
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海保初、女性パイロットが「操縦教育証明」取得
堀田美保子飛行士、現職12人目の資格取得

研修修了証書を持つ堀田飛行士 海上保安学校宮城分校校門前にて

飛行前の指導風景

常総市水害、海保ヘリが99名救助

　2015年9月関東・東北豪雨による鬼怒川
の決壊で広範囲が水没した常総市でのヘリ
コプター救助では、海上保安庁のヘリが
2015年9月11日までに99名（10日16名、
11日83名）を救助した。内閣府防災担当
の集計による。
　なお、消防防災ヘリは消防緊急援助隊と
して東京消防庁2機、埼玉、群馬、山梨防
災ヘリ各1機、千葉市消防ヘリ1機の6機が
救助を続け、12日には29名を救助した。

地、シコルスキー76D限定変更、教育証明
実地試験受験（2016年3月8～10日）、
2016年4月より仙台航空基地勤務。

ベル206練習機の後継を検討中
　この機会に海上保安学校宮城分校を紹介
すると、海上保安庁唯一の航空関係養成機
関として仙台航空基地と隣接して設置さ
れ、操縦士、整備士、航空通信士の3職種
合わせて年間約60名を養成している。こ
れらは新人を海上保安官として採用して航
空関係の教育を行い資格を得て、業務に就
くコースだ。航空要員の増員が今年度も続
けられるという。
　操縦教育にはベル206ヘリコプターが練
習機として使用されている。海上保安庁と
しては同機が導入されて相当期間経過して
いることから、その代替措置を検討してい
るところという。業務用の各ヘリコプター
がグラスコクピットの近代的な機体に替
わって来ていることからも、耐用年数の点
からも後継機の検討が行われるようになっ
たものだろう。
　なお、固定翼機の操縦訓練は、海上自衛
隊に一部委託しており、T-5とTC-90の課
程に海上保安庁からも入校している。
　一方で、航空機操縦士、整備士、通信士

の有資格者を採用して、海上保安学校門司
分校で海上保安官としての教育訓練を行う
ことも実施されている。有資格者の採用試
験は年2回実施しており、募集区分及び採
用予定数などは、職員の在職状況により決
めるという。このため募集の有無はホーム
ページで確認し、担当窓口に問い合わせる
ようにとのことだ。
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（1面の続き）世界的に受注を伸ばす
ことにも成功していて、機体の納入数も
年々、右肩上がりで伸びている様相だ。カ
ステルバジャックCEOによれば、昨年の
納入機数は88機に達したとのこと。5年前
は51機だったことから、大幅に伸ばすこ
とに成功しているかたちだ。それでも、受
注残数は260機、66億米ドル分を確保して
おり、「今後3年間分の生産分を確保する
ことができている」という。
　今後、日本市場はATRにとって大きな
市場に成長することができそうなマーケッ
トだ。カステルバジャックCEOも、2025
年までに、「このクラスの機体が100機必
要」との予測を明らかにした。このうち、
50機程度が経年劣化したプロップ機の更
新需要で、30機がリージョナル・ジェッ
ト機の代替需要と見込む。残りの約20機
分が、新路線開拓など、市場の成長需要と
の認識を示した。日本市場における100機
の需要のうち、カステルバジャックCEO
は「70％を確保したい」と、高い目標を
打ち出しており、日本市場におけるプレゼ
ンス拡大に意欲を示した。
　ATRが日本市場におけるプレゼンス拡

大に自信をみせる背景に
は、日本市場がATR機
に適した地域であるとい
うことが挙げられる。日
本国内では1500メート
ル以下の短い滑走路を有
する空港が、実に30空
港もあって、ターボファ
ンを搭載するジェット機
では離着陸することが困
難な空港でも離着陸する
能力を有する。また、国
内の平均飛行距離は225
海里と短い運航距離とい
うこともあって、短い距
離の運航を得意とする
ターボプロップ機の

ATRにとっては、「まさにスイートス
ポットであり、225海里というのは最善の
効率を発揮することができる距離」（カス
テルバジャックCEO）だという。
　カステルバジャックCEOは、「ATR機
は老朽化した日本のリージョナル航空機を
近代化する」とともに、「2019年のラク
ビーのワールドカップ、2020年のオリン
ピックで、日本を訪問する観光客は更に拡
大するだろう。こうした観光客は、東京、
京都、大阪をつなぐゴールデンルートを超
えて旅行するようになり、例えば離島など
の路線数を拡大する必要がある」などと話
し、ATR機を活用すれば、20路線以上の
新しい就航機会が生まれるとの認識を示し
た。

　ATRのエコ・プロップジェットの実力

　ATRの最新鋭は機ATR42/72-600型機
だ。標準座席数48席から50席クラスの
ATR42型機と、標準座席数68席から78席
のATR72型がラインナップされている。
派生型機であるこの2つのモデルは、同じ
コクピット、共通型式限定で運航可能なほ

か、同一のエンジンとプロペラ、そして
90％が同一パーツで構成されるなど、高
い共通性を保持している。
　また、最先端のアビオニクスを搭載する
ことで、パイロットのワーク・ロードを軽
減するほか、サテライトベースのナビゲー
ションおよび監視と正確なアプローチも可
能にする。また、カステルバジャック
CEOによれば、快適な客室も大きな特徴
とのこと。胴体径は2.26メートル（89イ
ンチ）から2.57メートル（101.2インチ）
で、通路と横2-2配列分の直径では、737
型機やA320型機と比べても遜色ないス
ペースを確保しているという。客室天井高
も最大1.91メートル（75.2インチ）を悪保
しており、背の高い旅客にも対応できる高
さを確保した。
　カステルバジャックCEOは、プロップ
機の特徴でもある低い高度で巡航する利点
を強調。広胴機や単通路機、あるいはリー
ジョナル・ジェット機といったターボファ
ンジェット機の飛行高度は、3万5000
フィートから4万フィートであることに言
及。一方、ATR機の飛行高度は2万フィー
トに留まるとのこと。その上で客室内の気
圧については、広胴機や単通路機、リー
ジョナルジェット機といった機体が6000
フィートから7200フィートで設定されて
いることに対して、ATR機は3800フィー
トと、より地上に近い客室環境となってい
ることを明かした。
　地上により近い客室環境となっているこ
とで、旅客は耳鳴りになりにくいことな
ど、より快適な空間で空の旅を楽しむこと
ができるという。ちなみに、ATRの最新
客室は、イタリアのデザイン会社ジウジ
アーロがデザインした「ARMONIA」を
採用。この「ARMONIA」は人間工学的
見地に基づいて設計されており、スタイ
リッシュで足元が広いスリムシートと、新
しいサイドパネルとオーバーヘッドビンを
導入している。さらにLED照明も客室の
特徴となっている。
　また、低い高度を飛行するという点は、
何も旅客だけが享受するメリットではな
い。運航する航空会社にとっても大きなメ
リットが生まれることになるという。カス
テルバジャックCEOは、「航空機の運航
では、上昇・下降時などに多くの燃料を消
費する」ことに言及。ATR機は他機と比

べて低高度を飛行することから、消費する
燃料が少なくて済むとのことで、「運航効
率に優れている」との認識を示した。
　カステルバジャックCEOによれば、短
距離飛行の場合、プロップ機はターボファ
ン機に比べて燃料を約45％節約すること
ができるとのこと。ターボ・ファン機に比
べて、年間1機当たり5000トンものCO2排
出量を抑制することができるとの見方を示
した。
　また、低騒音性も大きな特徴。ATRに
よれば、最新のジェット機と比べた場合、
騒音は35％削減することができるとのこ
と。ICAOのチャプター14と比べても9デ
シベル下回るという。

90席級ターボプロップ開発は無しか
「個人的に100席級を就航させたい」

　ATRは90席級のターボプロップ機の開
発を検討した経緯がある。ただ、この90
席級機については、親会社のエアバス、
フィンメカニカからの最終的な承認を得る
ことができずに、計画は頓挫している。そ
の代わりに、ATR72−600型機の78席級
機の型式証明を欧州航空安全庁（EASA）
から取得した。この78席仕様の機体は、
セブパシフィック航空が、今年8月に導入
する計画だ。
　90席級機については「（ローンチの）
タイミングが合わなかった」（カステルバ
ジャックCEO）との認識だが、カステル
バジャックCEOの個人的な見解として、
「いつかは100席級を就航させたい」考
え。ただし、この100席級機については、
何も確定したものは無いことにも言及し
た。
　前述したように、ATR72−600型機の
78席仕様が当局の承認を受けたように、
柔軟な仕様を実現することができることも
特徴的だ旅客需要が多い繁忙期には、座席
数を増やした仕様にすることができるほ
か、一方で旅客の閑散期には、貨物搭載量
を増やすことができる“カーゴ・フレック
ス”も設定することができる。例えば
ATR72−600型機の場合、フルパックスで
標準座席数72席仕様のところ、44席＋貨
物コンテナのカーゴ・パックス仕様とする
ことで、1400キログラムの追加貨物を積
載することが可能となるという。

世界市場で好調なATR

ついに日本市場の切り崩しに成功

カステルバジャックCEO

快適なフライト、AMXの新型機ATR42-600型
新たな翼で親子イルカが天草と各地を結ぶ

　【飛行経路：熊本→伊
丹、AMX801便、搭乗
者：伊藤学】真っ青な親
子イルカが描かれた機体
が、ふわりと空に浮かび
上がる。プロップ機特有
のエンジン音と共に、天
草エアラインの新「みぞ
か号」が4月15日、阿蘇
熊本空港を飛び立った。
離陸は非常にスムーズ。しっかりとした加
速と共に、力強く滑走路を蹴った。客室は
報道関係者などを含め満席。空は快晴だ。
伊丹空港に向かう経路の一部で、強風の影
響で機体が揺れることが予想されるとの機
内アナウンスが流れるが、新型機による快
適なフライトが期待できそうだ。
　旋回すると、眼下には益城町や熊本市街
など、フライト前日の夜に発生した最大震
度7を記録した大地震の被災地が広がって
いる。どれほど大きな被害が発生している
のか−−−。被災地に想いを馳せながら、
機体は旋回しながら機首を伊丹空港に向け
た。（※その後、1 6日未明にマグニ
チュード7.3の本震が発生）
　テイク・オフより遡ること約数十分。熊
本空港のターミナルで、天草エアラインの
新型機ATR42-600型機のラ
ンディングを待っていた。
　私の近くには、小さな男の
子を連れた3人の家族連れも
いる。
　「ほら、見てて。もうすぐ
イルカさんが来るよ」と、小
さな男の子を肩車した父親
が、男の子に呼びかける。男
の子も、早く来ないかと待ち
遠しそうで、どことなく微笑
ましい。
　すると間もなくして、遠く
の空に1機の機影が姿をみせ
た。

　「来たぞ！来た、あ
れだ！」と報道陣が一
斉にカメラを構え、
シャッターを切り始め
る。小さな点だった機
影は、少しずつ大きく
なって、今や肉眼でも
天草エアラインの新型
プロップ機の姿をはっ
きりと捉えることがで

きるようになった。
　機体は旋回して熊本空港に着陸。スムー
ズに着陸した機体が眼前に現れると、
シャッターを切り続ける私の横で、小さな
男の子が「わぁ～っ」と嬉しそうに歓声を
上げ、親子イルカが描かれた「みぞか号」
を指差している。
　天草エアラインの機体は、「みぞか号」
という愛称で呼ばれている。愛らしいイル
カの塗装が特徴だ。先代の「みぞか号」
（Q100型）も、機体全体をイルカに見立
てた塗装で人気を博した。ちなみに、"み
ぞか"とは、天草地方の方言で、"可愛い"
という意味だそうだ。
　タキシングをしながら搭乗口に徐々に近
づく機体に、「可愛いね～」と親子。先代
の「みぞか号」同様、家族連れなど幅広い

年代に親しまれそうだ。
　さぁ、搭乗時間だ。待ち
に待った機内の雰囲気は如
何か。その前に、まずは機
体の外観を撮影しなけれ
ば。
　 天 草 エ ア ラ イ ン の
ATR42-600型機に搭乗する
ためには、ターミナルの搭
乗口を階段で降ってエプロ
ンを徒歩で移動する。初夏
を思わせる日差しと真っ青
な空が広がり、ふんだんに
日の光を浴びた「みぞか
号」の爽やかなブルーが、

レンズに良く映える。カメラ映
りはバッチリだ。
　いざ、機内へ−−−。天草エ
アラインの客室は、ATR社の自
慢の最新客室プロダクト仕様。
この客室は、イタリアのデザイ
ン会社ジウジアーロがデザイン
した「ARMONIA」。人間工学
的見地に基づいた設計が施され
たほか、イタリアらしいスタイ
リッシュなデザインで、足元ス
ペースが広いスリムシートが印
象的だ。機内照明もLEDが採用されてお
り、スタイリッシュなデザインと相まっ
て、落ち着いた雰囲気を醸し出している。
　このフライトには、来日したATR社関
係者らも搭乗。外国人の彼らは、背が高い
人も多い。その彼らがまっすぐ立っても、
通路では問題ない天井高（最大1.91メート
ル：75.2インチ）が確保されている。
　新「みぞか号」は全48席仕様。先代
「みぞか号」は39席仕様だったことか
ら、9席の増席だ。座席配列は、最前列が
後ろ向きの2席、その後ろに横2-2配列の
11列が配置され、最後尾の座席は2席のみ
設置されている。私の席は、後方席の
11C。通路側の席だ。満席ながら、窮屈な
感じはしない。各座席の横幅も十分で快適
だ。
　ちょっと変わっていると言えば、この機
体の特徴の一つとして、機体後部に客室乗
務員用のシートが設置されていることだ。
　天草エアラインの先代「みぞか号」の
Q100型機では、前方に客室乗務員用の
シートが設置されていた。
　「これまで前方からお客様一人ひとりの
顔をみながら乗務することができました。
ATR機では、それができません。席に
座っていると、お客様の頭を眺めることに
なります」と、この日、サービスを担当し
てくれた客室乗務員。
　一方で、「（Q100型機と比べ）通路が

広く、オーバーヘッド・ビンも拡大されま
した。そのため、サービスもしやすくなり
ましたし、お客様の乗降もスムーズです」
と、オペレーション効率が向上したことに

言及した。
　ターボプロップ機である
ATR機は、ジェット機に比べ
て運航高度が低いことが特徴
の一つだ。ATR機の客室内気
圧は3800フィートと、より地
上に近い客室環境となってい
る。
　搭乗してみると、その効果
をすぐに享受することができ
る。個人差があることだが、
航空機に搭乗すると、上昇・
下降中にしばしば耳鳴りが生
じることがあるが、低い高度

を飛ぶATR機では、そうしたことはな
かった。
　巡航中、客室内に響くエンジン音も静
か。ATR42-600型機のエンジンは、プ
ラット＆ホイットニー・カナダ社製の
PWC127Mだ。
　この日のフライト経路は熊本→伊丹で、
九州を横断して四国へ豊予海峡を抜けた。
その後、高知の室戸岬を横目に、針路を
徐々に北の伊丹へ。すぐに大阪の街が広が
りはじめた。そして伊丹に向けて最終アプ
ローチ態勢に。アプローチに際しては、強
風の影響で多少揺れた。それでもATRの
最新鋭機は、力強く乱流を乗り切ってい
く。
　そして、タッチダウン。ターボプロップ
機のATR機は、離着陸に必要な滑走路距
離が短い。素早くタキシングへと移行し、
ターミナルビルそばの駐機スポットへ。
　天草は、まだまだ訪れたことがある人が
少ないかもしれない。独特なキリシタン文
化が築かれたほか、島原の乱で有名な天草
四郎時貞に関連する史跡、イルカウォッチ
ング、温泉、さらには豊かな自然やグルメ
など、観光資源も豊富だ。また、大阪・伊
丹から天草エアラインで熊本空港に降り、
熊本・大分を旅行をしてみるのも良い。熊
本地震で被災した両県を、落ち着きを取り
戻した際に、観光で訪れることで、地元経
済の復興支援にも繋がることだろう。
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　航空局は熊本地震発生を受けて、熊本空
港および大分空港の航空保安業務提供時間
を24時間化し、夜間の捜索救難、災害派
遣、人命救助などを目的とした航空機の運
航に対応した。特に被災地の中心の益城町
に位置する熊本空港では18日、定期便を
全便欠航して、災害派遣医療チーム
（DMAT）、支援物資などを搭載した自
衛隊機や臨時便、ドクターヘリなど救難業
務に従事する航空機の発着を支援した。
　当初熊本空港は、24時間運用を18日07
時30分まで行う予定だったが、断続的に
震度5、6クラスの地震発生が続き、空港
周辺市街のダメージが一層深刻化。そのた
め18日まではターミナルビルを終日閉鎖
し、24日午前07時30分まで24時間対応を
継続した。同空港では地震が続く状況か
ら、管制官は管制塔から気象事務室へ避
難。航空保安業務の提供を小型の無線機で
行った。また14日夜に発生した最初の震
災で、滑走路の進入路指示灯が一部点灯し
ない状況となっていたが、17日15時05分
にすべて復旧した。
　また大分空港では、災害派遣などの航空
機発着を支援するため、19日07時30分ま
で24時間運用を行った。こちらは、通常
の民間機運航と併せた支援を実施した。ま

航空局 救難機対応で熊本・大分空港を24 時間化
救難・災害派遣機が発着、救難拠点として運用

た、九州地方のほかの空港では、通常どお
りの運用とした。

　19日になると、一部到着便と出発便の
運航を再開した。熊本空港は滑走路など空
港機能が維持されているものの、度重なる
地震の影響でターミナルビルの損壊が拡
大。手荷物検査、保安検査など実施するこ
とができず、まずは一部到着便から運航開
始に至り、その日の午後からはターミナル
ビルの一部で供用を再開し、出発便も再開
することになった。
　管制官は気象事務室へ避難し、小型の無
線機で航空保安業務の提供を行っていた
が、19日07時30分から管制塔での業務を
再開した。ターミナルビルについては一部
で閉鎖していたため、動線の誘導は通常と
異なるかたちで行われた。
　また空港の利用については、この日を
もって24時間運用を行っていた大分空港
は、24時間運用を終了した。しかしなが
ら、20日から23日の期間は、同空港の提
供開始時間を1時間前倒しして、06時30分
から運用開始とした。

19 日、一部到着・出発便再開へ
ターミナル一部供用開始

　甚大な被害が発生している熊本地震の影
響で、熊本空港を離発着する路線を保有す
る航空会社各社の運航にも影響が及んでい
る。熊本空港を利用する全日空
（ANA）、日本航空（JAL）、ソラシド
エア（SNA）、ジェットスター・ジャパ
ン（JJP）、フジドリームエアラインズ
（FDA）、天草エアライン（AMX）ら本
邦航空会社各社は、16日から19日朝まで
全便欠航した。熊本空港の国際線は、アシ
アナ航空が仁川線（週3往復便）、チャイ
ナエアラインが高雄線（週3往復便）、香
港航空が香港線（週2往復便）で、それぞ
れ就航しており、各社とも運航に影響が出
ている様相だ。
　航空会社各社にとって、需要の取り込み
を期待することができるゴールデンウィー

熊本空港就航各社、一時全面欠航など影響拡大
人気の目的地・九州、GW 需要にも影響懸念

クを目前に控えた激甚災害の発生。今年の
ゴールデンウィークは、今年は2日間休み
をとれば、最大10連休とすることも可能
な恵まれた日並びとなっている。九州方面
は毎年、ゴールデンウィーク期間中も人気
の高いディスティネーションで、今年も多
くの需要が見込まれた。しかしながら、こ
の震災の発生でゴールデンウィーク期間中
の各社の予約動向に大きな影響を及ぼすこ
とになりそうだ。
　ちなみに、ANAグループにおける昨年
のゴールデンウィーク期間中の九州方面の
旅客数は前年同期比6.9％伸びた30万2973
人。利用率も69.8％を確保している。JAL
グループでは、前年同期比10％増えた20
万1185人、利用率は69.3％だった。
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最大震度7、熊本地震で各地に深刻な被害
続く震度5 クラスの余震、空港一時閉鎖も着実に回復

　4月14日午後9時26分、熊本県熊本地方を断層横ずれによる最大震度7、マグニチュー
ド6.5の猛烈な熊本地震が襲った。最大震度を記録したのは、熊本空港がある益城町
（ましきまち）。当日はすでに航空便の発着を終え、翌15日時点で空港は一部施設の
損壊など、それほど大きな被害が出ておらず、運航便への影響は欠航、遅延の発生に
留まった。しかし、16日01時25分には震度6強、マグニチュード7.3の本震が発生。さ
らに頻発する震度5以上の余震によって、空港のみならず、近隣の交通網は一時完全に
麻痺状態となった。19日現在は到着・出発の一部定期便の運航が再開されるなど、着
実に回復へ向かいつつあるものの、各インフラの早期復旧が求められている。折しも
震度7の前震が発生した14・15日は、本紙記者が取材のため熊本市内を訪れていた。前
震とはいえ最大震度7を記録した震災直後の市内の様子を垣間見る

熊本市内騒然、度重なる余震、大きな有感余震も度々
　15日現在、取材のため、ちょうど熊本
を訪れていた筆者は、熊本市内の食事処で
一次会の宴席がまもなく終わろうとしてい
た。突然の激しい横揺れに、バランスを崩
す。隣の席の先輩記者は大きくバランスを
崩し、テーブルに頭をぶつけるほどの猛烈
な揺れだ。「まずい、かなりでかい！」。
宴席にいたほろ酔い気分のメンバーの顔
が、一挙に氷付いた。必死にテーブルにし
がみつこうとしても、テーブルがひっくり
返りそうだ。もちろん、テーブルの上に
あった皿や飲み物が、落下して畳の上に散
乱。この激しい横揺れは、数十秒間は続い

ただろうか。
　皆、それぞれに2011年3月11日に都内で
経験することになった東日本大震災を想起
したことだろう。店内では酒瓶が割れるな
どの被害が複数発生した。しばらくして、
店側の指示もあって、店外に避難すること
になった。避難経路となった店内の階段
は、壁がところどころ剥離。床は酒がこぼ
れるなどしてびしょびしょな箇所があるな
ど、激しい横揺れの被害をあらためて実感
するものだった。避難する際にも、度々強
い余震が発生。店員の人達も冷静を装いつ
つも、その顔は青ざめていた。

　外に出てみると、通りは一様
に青ざめた人々で溢れかえって
いた。熊本市内の繁華街という
こともあり、通りに溢れる人た
ちの多くが宴席の最中だったこ
とが想像できる。一様にスマー
トフォンなどで家族や友人など
にコンタクトをとったり、ある
いは情報収集をしようとしてい
る。
　パッと見、繁華街ではビルや
家屋の倒壊など、大きな被害は
なさそうだ。ネオンも煌々と夜
の街を照らしている。しかし、
少し歩くと、ビルの外壁が剥が
れ落ちている箇所に出くわし
た。大きな外壁の破片が地面に
複数散乱している。ほかにも辺
りを見渡せば、ビルの窓ガラス
の破片や、酒瓶が割れて地面に
散らばっているところある。コ
ンビニの店内も、綺麗に並べら
れているはずのペットボトルの
列が、めちゃくちゃになってい
た。
　とりあえず、繁華街近くのビ
ジネスホテルに戻ることに。ホ
テルまでの通りは、どこも不安
な人達で溢れており、避難して
通りに出てきた小さな子供達も
不安を隠せない。

熊本空港の国内線ターミナルビルの外観（撮影：4月15日）

熊本空港4月15日の様子

　ホテルは一見する
と、被害はなさそう
だ。ただ、ロビーに
は宿泊客だろうか、
余震を警戒して人々
が集まっていた。部
屋は大丈夫だろう
か。部屋に戻ってみ
ると、それほど落下
物が多い訳ではな
く、一安心。しか
し、ふと壁をみてみ
ると、ところどころ
に大きなひび割れが
発生。壁が剥がれ
て、木屑などもパラ
パラと落ちてきてお
り、しばらく呆然と
した。
　ホテルの部屋で休もうとしても、大きな
余震が次々と発生。テレビを付けてみて
も、県内各地、とくに益城町を中心として
徐々に被害が拡大していることが分かる。

発着便に多くの欠航・遅延が発生した（4月15日撮影）

4月14日の前震で熊本城の本丸、二の丸などで
被害。その後の本震や相次ぐ余震でダメージ
が拡大した（4月15日撮影）

映像に映し出されている避難所でも、余震
に怯える人々が寄り添っている。
　私もいつでも避難ができるように、準備
を整えておかねば。着替えもせず、荷物も
整理しておこう。身と心が休まる暇がな
い。　　　　　　　　　　　　（伊藤学）

4月14日午後9時26分に発生した最大震度7を
記録した前震直後の熊本市内の繁華街の様
子。建物から外壁が落下して大きな破片が道
路に散らばった。飲み会などで繁華街に居た
人びとも騒然。通りは避難する人びとであふ
れた


